
 

 

令和２年１２月２１日（水）大村城南高校にて、長崎県で福祉を学ぶ高校生の体験発

表があり、諫早農業高校生活科学科 ２年 本多郁美さんが日頃の体験や学習から得た

ことを発表しました。 

 

 

 

＜諫早農業高校 生活科学科 ２年 本多郁美さん＞ 

 「繋がりを深めて」という題で、諫早市の本明川の氾濫に備えた防災活動を通して、「地

域の繋がり」の大切さに気づいた体験を語り、「災害はいつどこで起きてもおかしくあり

ません。みなさんも今日から地域の方と声を掛け合い、繋がりを深めてみませんか。」と

自分の意見をしっかりと伝えました。 

 

 

 

 

 

  

「福祉・介護の魅力を発信する

啓発事業」において、福祉のイ

メージアップと長崎県で福祉を

学べる高校紹介のために、長崎

県下の中学３年生に配布された

クリアファイルのデザインを本

校生活科学科２年山田花楓さん

が作画しました。 
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